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チャック語の資料と文法解釈

― 「虎 の夢 」―*

藤原 敬介

0 は じめ に

①.1 本稿の目的 と構成

 本稿では筆者がこれ までに収集 したチャック語資料のうち、「虎の夢」 と題する

民話について、本文 と文法解釈を提示することを目的 とする。

 0.2以 下 で は 、 チ ャ ッ ク語 につ い て の 概 況 、 本 稿 で あ つ か う資 料 の 記 録 方 法 、表

記 上 の 注 意 な どに つ い て の べ る。1で は 「虎 の 夢 」 に つ い て 、 本 文 を 提 示 す る。2

で は 「虎 の 夢 」 に つ い て 、 文 法 解 釈 を提 示 す る。 附 録 と して 「チ ャ ッ ク 語 の連 声 」

を つ け た。

0.2 チ ャ ック 語 に つ い て

 チ ャ ッ ク語(Cak)は バ ン グ ラデ シ ュ人 民 共 和 国 ・チ ッ タ ゴ ン 丘 陵(Chittagong Hiii

Tracts)を 中 心 と して 、 チ ャ ック 人 に よ つ て は な され て い る 言 語 で あ る。 BBS(2004:

139)に よれ ば 、バ ン グ ラデ シ ュ国 内 にお け るチ ャ ッ ク 人 の 人 口は2000人 で あ る注1。

MATISOFF(1996)に よ れ ば 、 チ ャ ッ ク 語 は チ ベ ッ ト ・ビ ル マ 語 派(Tibeto-Buman)、

ジ ン ポ ー ・ヌ ン語 支(Jingpho-Nungish)、 ル イ 語 群(Luish)に 属 す る 注2。

0.3 資 料 に つ い て

 本稿で提示するチャック語の民話 「虎の夢Jは 、筆者が2001年 から2004年 に

かけて数次にわた りバングラデシュに渡航 し、首都 ・ダカでオン トワインギョー=

チャックさん(o碧thw鋤gyo=ca?;20代 ・学生)から対面調査をしてあつめた、民話を中

心とする五十数編の資料のうちのひ とつである。資料収集にあたつては、筆者が考

案 したラテン文字によるチャック語簡易音声表記をチャックさんにまず学習しても

らった。っぎに、その表記にしたがつて、チャックさんに民話をかいてきてもらつ

*主 要 語 句:チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派
、ル イ語 群 、 チ ャ ッ ク語 、 民 話 、 文 法 解 釈 。

注1GoRDoN(2005)に は2002年 の数 字 と してChakの 項 目が5500人 と な っ て い る
。 これ

はバ ン グラデ シュにお ける最新 の人 口調査の数 字 と推 定 され る。 しか し筆者 自身は ま

だ直接 確認 して いない。
注2た だ し

、ル イ語 群 とよばれ る言 語群の具体的な言 語特徴 はい まだ あ きらかでは ない。
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チャック語の資料と文法解釈一 「虎の夢」―

た。最後にその資料を音読 してもらい、表記上のまちがいをただ しつつ、意味をた

ずねながら、文法解釈をつけていつた。 したがつて本稿 で提示する資料は、自然発

話ではない。純粋な意味での 「口語資料」 というわけでもない。ただ し、チャック

語がかきことばとして使用されることは―般にはない。チャックさんははなしこと

ばにちかい形式でかいてきたもの とお もわれ る。

調 査 の 媒 介 言 語 は 主 と して バ ン グ ラ語(Bangla/Bengali)と マ ル マ 語(Manma)注3で

あ る。

 本稿で本文と文法解釈 を提示する 「虎の夢」については、すでに藤原(2004a)に お

ける附録 として発表 したことがある。 しか し藤原(2004a)で は本稿 に しめす本文 と

語釈を提示 しただけで、文法解釈はつけなかつた。また、本稿 と藤原(2004a)と で

は、本文における表記や語釈のつけかたが変更されている点もある。特に文法的小

辞の語釈がおおきくことなつている場合がある注4。

0.4 表記上の注意

 本 稿 に お け る チ ャ ッ ク 語 表 記 は 藤 原(2002)に よ る チ ャ ッ ク 語 音 韻 表 記 を 改 変 した

も の で あ る 。 チ ャ ッ ク 語 の 音 素 は 、/p,ph, b, c,山, d, c, ch, j, k,㎞, g,?(末 子 音 と して

の み),6,(f,v, s,∫, h, m, n,η,1, r, w, y;i, e, ai, a, o, u, I, m, a/で あ る 。 声 調 に は 低 調(無

標)と 高 調(有 標:'で しめ す)の 二 種 類 が あ る 。 た だ しaと 声 調 に つ い て は 、 基 底 形

で は な く 、チ ャ ッ ク 語 の 連 声 規 則 に 則 した 、実 際 の 音 形 に ち か い 語 形 を あ げ て い る 。

 変調によって声調がかわる母音を小型大文字で表記 した り、有声交替をおこす語

にっいて、初頭子音を有声の小型大文字で代表 して表記 していることがある。たと

えば継起をあらわす従属節標識は、先行する音節の音節構造 と声調 にしたがって

一g�?～-go?～-k�?～-ko?と い う四種類の実現形をもつ。これを本発表では簡略化 し

て、語釈や注釈でGOな どと表記 している場合がある。

 本稿で使用する記号 ・略号について くわ しくは、本稿末尾の記号 ・略号一覧を

参照。

注3マ ル マ語は チ ッタ ゴン丘陵 ではな され る言語で あ る
。藪(1993)で は ビル マ 語ア ラカ ン

 方言 の変種な い し下位方言 とされて いる。
注4こ れは藤原(2004a)に おい ては

、それ ぞれの小辞が もつ意味 に則 して語釈 をつ けていた

のに対 し、本 稿で は、意味が はつき りしてい る場 合 をのぞい ては 、それ ぞれの小辞 の

代 表形式 で語 釈 をつ け るよ うに してい るか らであ る。 た とえば一般 に動 作記述 をあ ら

わす述 部標識 で ある一he?～-h�?に 対 して、藤原(2004a)で はVPRD(verbal predicative)の

よ うな語釈 をつ けていた。 しか し本稿 では単 にHEと い う語釈 をつ けて い る。
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藤 原敬介

1 「虎の夢 」本文

記録 日2004年3月17日

0.kasa-g� i?maxi

虎 ―GEN夢

虎 の夢

1.痒ar】=h疂?-k�  一rai?, pra句=pr盃i可 一ng ggニla{】  ―he?-1疂?.

前 =季 節 一GEN一 時 国 =CL -一 存=(過 去)-HE-HS

昔 々 、 あ る国 が あ っ た そ うです

2」Om6 praiO-n瘉� の, mglf瑠=hrﾘ一n9η9=laO -he?-1疂?.

そ れ 国 一そ ば 一LOC森 =CL-一 存=(過 去)―HE-HS

そ の国 の そ ば に森 が ひ とつ あっ た そ うで す

3.i瑠m6 mgl勾 一yg -g� aph鋤=ph的 一na一 の  va?ニta-r)t丘 η=1aﾟ

そ の 森 ―LOC―GEN木 =CL-一 一LOC豚

一1疂?.

-HS

そ の 森 の あ る木 に豚 が一 匹 す ん でい たそ うで す

一he?

=CL-一 住=(過 去)―HE

4aph勾=aphdO―Oa huObd? =ma-ra疸ho疸a? -k6?, t的 二laη  ―he?.

木 =上 一LOCフ ク ロ ウ=CL-一 巣 つ く る 一GO住=(過 去)-HE

木 の 上 に フ ク ロ ウが 一 羽 巣 をつ くっ てす ん で い ま した

5.痒o?ka當uisa一 の  kgs9-yul?=ta ―ra t丘η=lar}  -he?.

さ らに 近 一LOC虎 ―も =CL-一 住=(過 去)-HE

さ らに 近 くに は虎 も一 匹 い ま した

6.m疚gsg-ggl丘va?一 ～円60-g6?,㎞y血 ㎞y血60-gg-h6?-lai?.

この 虎 ―DEF豚 一〇BJ見 一GO ONOM  見 ―GA―HE-HS

この 虎 は豚 をみ て 、 とて もた べ てみ た く な っ た の だ そ うです

7.kasa-gal蓜`疽am�  n -n�?, s9=1u  ―99―y�?"c謹 切ゑ 一go?,瘉�

 虎 一DEFど の よ う にcoP-COND食=(可 能)―GA-Q 考 一Go NEG一
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チャック語の資料と文法解釈 一 「虎の夢」一

lu-n益i夏} -1疂?.

得 一NAIN-HS

虎 は 「どの よ うに した らた べ られ る の か 」 と考 えて 、 得 ら れ な か っ た そ う

で す

8.ya?-tg―g� 一rai?, cai加 五 一go?, i?―k61aη 一he?―k�, i?mag-ga va?-k�

CL-一 ―GEN― 時 考 一GO眠 一KALAN-HE-CON」 夢 一LOC豚 一GEN

疽aig―y斑 〕sa―96?,60-ga -h�?-lai?.

肉 一〇B」 食 ―GO見 一GA-HE-HS

あ る 日 、 考 え て 眠 つ て し ま っ て か ら、 夢 で 豚 の 肉 を た べ る の を み た の だ そ う

で す

9.kasa-gal俿a?-th疣e?1ag-g6?,1}6-ga -h�?-lai?.

虎 一DEF豚 一と こ ろ 行 一GO言 一GA-HE-HS

虎 は豚 の と こ ろ に行 つ て い っ た の だ そ うで す

10.``ηgna?takr疂?na?tai?nag一 ηaO sa-g6?, i?maO-Og 60-wg-he?!'

1昨 日 夜2-OBJ食 一GO夢 一LOC見 ―XA-HE

「わ た しは 昨 日の 夜 、 あ な た を た べ る夢 を み ま した 」

11."n刕疣�  一a,  ga疸ai7 nag-fag sa一疂7   -he7:'

そ の た め 一Loc l今 2 -OBJ食 一(当為)-HE

「だ か ら わ た しは今 あ な た を た べ るの が ふ さわ しい 」

12.va?-kgl丘06-gg -h6?.

豚 一DEF言 一GA-HE

豚 は い っ た の で す

13."m� 一de  ha?-ta-yui?瘉� sa=1u  -6ui3:'

これ.よ うにCL一 一 一も NEG一 食=(可 能)-BU

「そ の よ うに た べ る こ とな ど絶 対 に で き ませ ん 」

14.``勾9ma◎ ―th疣e?tara=直taiO  -ya  >,-ga.

1王 ―と こ ろ 裁 判=反 対す る 一XA-FUT

「わ た しは 王 の と こ ろで裁 判 を しに 行 きま す 」

15.疸ai?-k� ―de  項 一go?,va?-kol丘maO―th疣e?∫6?-a -gg-h�?-lai?.

  今 一GEN一 よ う に 言 一GO豚 ―DEF王 一と こ ろ 訴 一XA-GA―HE-HS
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藤原 敬介

このようにいって、豚は王のところに文句をいいに行ったのだそ うです

16.kasa-yut2 va?-k� �10-wa �10-wa lad-ga-h�?-lai?.

虎 一も 豚 ―GEN後 一LOC後 一LOC行 一GA-HE-HS

虎 も豚 の 後 に つ い て い っ た の だ そ うで す

17.mag―gal伹� t�  ―waη 面?-ko?,η6-gg-h�?-lai?.

王 一DEFこ れ は な し ―OBJ聞 ―GO言 一GA-HE―HS

王 は こ の 話 を き い て い っ た の だそ うです

18.```i?maO一 ηg sa-g�?,6q-he?'-me g瘉麩e?, saニlu  -g�."

   夢 一LOC食 一GO見 一HE-EMPH言 ―COND食=(可 能)-FUT

「『夢 で た べ て み た 』 と さ えい うな ら、 たべ られ る」

19.mag va?-aη 菊6-99-h6?-lai?.

王 豚 一〇BJ言 ―GA-HE-HS

王 は豚 に い つ た の だ そ うです

20."ya?-p的m6角 ㎞gnai?-ya?-bade

今 日 一か ら 七  一CL一 あ とに 裁 判 成

「今 日か ら七 日 あ とに裁 判 にな る」

tara phrai?-k�"

21.``na真 】nal〕-g�  uldl  -aη o -la -k6aig2'

   2 2 -GEN弁 護 士 一〇BJ呼 一LA-KAAIN

「お前はお前の弁護士をよびに行きなさい」

一FUT

22.盃tai?-k� 一de  項 一go?, maη 一gal杦ma-ra?-aO phro?-na?-a勾 一gg

今 一GEN一 よ う に 言 一Go王 一DEF 3 PL-OBJ放 一NA-XAIN-GA

-h�?-lait.

-HE -HS

こ の よ う に 言 つ て 、 王 は 彼 ら を は な し た の だ そ う で す

23.kasa-gal勛麋az?pyo-g�?-het-1疂?.

虎 一DEF―TOP喜 一GO-HE-HS

虎 は 喜 ん だ そ う で す

24.``khan癘ﾐ?-ya?-bade  va?-k�  盃sa勾 一ya{〕s9=60   ―99 -h6?",身6   -go?.

七  ―CL一 あ とに 豚 一GEN肉 一〇BJ食=(蓋 然)-GA-HE (引用)―GO

「七 日あ とに 豚 の 肉 を た べ られ るの だ 」、 と
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チャック語の資料と文法解釈 ― 「虎の夢」―

25.n坙a va?-kul?sa-g6?, u ―g6?,瘉�   sal】 ―n疂g -1疂?.

一 方 豚 ―TOP食 一GO飲 一GO NEG一 入 一NAIN―HS

一 方
、 豚 は た べ る こ とも飲 む こ とも で き な か つ た そ うで す

26.m� akr的 一瑠aηhuηbd? -cf?  hraiη  一go?, san疂?―na?―kg.h�?.lai?.

これ 理 由 一〇sJフ ク ロ ウ ーた め に 知 らせ る 一GO見 せ る ―NA-GA-HE―HS

この こ と に つ い て フ ク ロ ウに知 らせ て 見 せ た の だ そ うで す

27.hugb�? m� t�   一wag t疂?-ko?, g瘉麋a-h�?-lai?.

フ ク ロ ウ これ は な し ―OBJ聞 一GO言 一GA-HE-HS

フ ク ロ ウは こ の話 を き い て い つ た の だ そ うで す

28.``na{】a-   Pgd6{〕-1〕�?2'

2 NEG一 心 配 一NIMP

「お 前 は 心配 す る な」

29.``p�? s丘竃】-1�?sa―96?, i?=tIi{}  一ﾟ疵〕2'

  ご 飯 三 一CL食 一GO眠=(継 続)―IMP

「ご飯を三回たべて眠っていなさい」

30.``訂iη hrai?-n6?, 兀】a―耳〕  夏】灘 η2'

時 間 落 一COND l-OBJ言.XAIN

「時 間 に な っ た ら、 わ た しに 言 い に き な さ い 」

3L疸ai?-k� 一de n -g6?, khan疂?-r�?phrai?―he?―k�, m明 一g� k勾

今 一GEN一 よ う にCOp-GO七  -CL成 ―HE-CONJ王 一GEN家

一ya  tara =cai2-k� hrai?-ka -h�2-lai? .

-LOC裁 判=? -GA落 一GA-HE-HS

こ の よ う に し て 七 日 た っ て か ら 、 王 の 家 で 裁 判 を す る こ と に な っ た の だ そ

うで す

32.maη 一g直 疽ai?=h勛黔g Og=laO -he?-1疂?.

王 ―GEN娘 =CL-一 存=(過 去)―HE-HS

王 の 娘 が 一 人 い た そ うで す

33.疵i?=kgn油ghghvli可g=1aﾟ  一he?-1疂?,

姿 =美     存=(過 去)-HE-HS

美 しい 姿 だ つ た そ うで す
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藤原敬介

34.ne?, tgrg phrai?-he?-k�, ma葛 一ggldη6-gg-h6?4ai?.

さて 裁 判 成 一HE-CONJ王 一DEF言 一GA-HE-HS

さて 、 裁 判 に な っ て か ら、 王 は い った の だ そ うで す

35―``i?mag-Og 60-n�?, sa=lu  -he?",弓 五  ―go?.

   夢 一LOC見 ―COND食=(可 能)-HE(引 用)-GO

  「夢 に 見 る の な ら 、 た べ られ る 」、 と

36.m� 一g� 一rai?, huηb丘? -k�1伹a勾 ―g� kfO=maran-ria -ba僘 ka(鞠

こ れ 一GEN一 時 フ ク ロ ウ ーDEF王 一GEN家=屋 根 ―LOC一 か ら 落

一k畭ig  -ga -h�?-lai?.

-KARIN-GA-HE-HS

こ の と き フ ク ロ ウは 王 の 家 の 天井 か らお ち て きた の だ そ うで す

37.c�2m疵i?  -ko?, g瘉麋a-h�?-lai?.

突 然 起 き る ―GO言 一GA-HE-HS

突 然 お き あ が つ て い っ た の だ そ うです

38."ga ya?i?maη 一〇a maB-g� 疽ai2-f勾 m60naηphrai?-k6?, mﾘ一fia

   1今 日 夢 ―LOC王 ―GEN娘 一COM夫 婦 成 一GO夢 見 一XA

一he?:'

-HE

「わ た しは 今 日夢 で 王 の 娘 と夫 婦 にな る の を夢 見 ま した 」

39.``n刕疣� 一a Og maη 一g� 疽ai?-aO lu一疂? -he?2'

   そ の た め 一LOC 1王 一GEN娘 _pgJ得-(当 為)-HE

  「だ か らわ た しは 王 の 娘 を え る の がふ さわ しい」

40.maη 一ggldφ 一ga―h�?-lai?.

王 ―DEF言 一GA-HE-HS

王 は い っ た の だ そ うで す

41."`i?mag―Og 60―he?'〇 五一g6-ym?,η9―g� 疽ai?-aO 瘁¥ lu-buz?-k�."

   夢 一LOC見 一HE言 一GA一 も 1-GEN娘 .OBJ NEG一 得.BU-FUT

  「『夢 に見 た』 とい っ て も 、 わ た しの 娘 を え る こ とは で き な い 」

42.huηb6?  m� 一g�  一cai?η6-ga -h�?―lai?.

フ ク ロ ウ これ ―GEN一 時 言 一GA-HE―HS

フ ク ロ ウは こ の とき い つ た の だ そ うです
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チャック語の資料 と文法解釈 ― 「虎の夢」―

43."kosg-yu=?`i?maag-gg 60-he?'g瘉麋瘉點lu?, va?―aO 瘉� sg=童u

虎 一も 夢 一LOC見 一HE言 一GA一 も 豚 一〇BJ NEG一 食=(可 能)

一�u7-k�:'

-BU -FUT

「虎も 『夢に見た』 といつても、豚 をたべることはできない」

44.ne?,  tara 瘉�  phrai?-na?-n盃i真} ―1疂2.

  す る と 裁 判NEG― 成  一NA-NAIN-HS

  す る と 、 裁 判 に は な ら な か つ た そ う で す

45.va?rw疂?-k疝ai〕  -gg -h�?-lai?.

  豚 自 由.KALAN-GA-HE.HS

  豚 は 自 由 に な っ た の だ そ うで す

46.tail〕du suO-k畭ix} -n益i可.

  お 話 終 一KARIN-NAIN

  お 話 は お わ り ま し た

2 「虎 の夢」注釈

 本節では、前節で本文をしめした 「虎の夢」に対 して、文法解釈を中心 とした注

釈をつける。

全般的な注意点を以下にしるす。

 ●以下に しめす番号は、本文につけた行番号 と対応 している。

 ●特に注釈を必要 としない と判断 した行については、注釈 をっけていない。

 ●ビルマ文語(WrB)の 形式は大野◎000)の語形をラテ ン文字表記 した もので

 あ る。

● マ ル マ 語 の形 式 は筆 者 に よ る一 次 資 料 で 、表 記 は藤 原(2003)に よ る。

● ジ ンポ ー 語 の 形 式 は徐 他編(1983)に よ る。

●.;の 形 式 はMATISOFF(2003)に よ る。

0.チ ャ ッ ク語 の 民 話 に は 一 般 に題 名 が な い 。 「虎 の 夢 」 は チ ャ ッ ク さ ん が 内 容

か ら判 断 して つ け た題 名 で あ る。

 kasa「 虎Jの 本 来 の語 形 はkasaで あ る。 しか し後 続 す るGAと ま と め て

発音 され るために、語末のaが 弱化 してgと なっている。 このよ うな例は本

文中、ほかにも多数みとめられる。
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属格後置詞 一g痰ﾍ、附録にあげた 晴 声交替」を しめす語である。母音に

ついては、すでにあげたkasaと 同様に弱化する傾向にあるので、本来的に

は痰ﾅ あることがわかる。 しか し初頭子音については、環境によってgとk

が相補分布 しているために、どちらか一方を基底形 とさだめることができな

い。本稿では便宜的にGAと 表記することで代表形 としてい る。属格後置詞

一g痰ﾍ多義的でもある。同音異義語として、名詞節をつ くる小辞であるGA、

未来をあ らわす述部標識であるGA、 目的をあらわす小辞GAな どがある。

これらのGAが ひ とつのおなじ小辞から派生 していろいろな意味をあらわす

ようになつたのか、もともとちが う小辞がみかけ上おなじ形式 となつたの

かにっいては、どちらかときめられるだけの根拠はない。一方で、 これ らの

GAの おおくは 日本語でな らばいずれもrの 」と訳すこ とができる。 このこ

とは、GAで しめされる小辞が共通する意味的特徴をもっていることを しめ

しているようにおもわれる。ただ し本稿では、それぞれ の場合によって機能

を明示 して語釈をつけている。

1.繦atJ=h硼?-k瘉靡a�?は 分 析 的 に は 「前=季 節 一GEN一時 」 の よ う に解 釈 す る こ と

 が で き る。 しか し、全 体 で 「昔 々」 とい う意 味 の き ま り文 句 で あ る。-rai?に

 対 して 「一時 」 とい う語 釈 を あ た え て い るの は 、全 体 の意 味 か ら判 断 して の こ

 と で あ る。-rai?だ け を と りだ して 、 対応 す る訳 語 が あ た え られ る わ け で は

 な い(以 下、#8、#36、#42に 類例 あ り)。

 pr絢(CL)は 「国Jを か ぞ え るの に つ か わ れ る類 別 詞 で あ る。-ngは 意 味 的

に は 「一 」 を あ らわ し、直 前 に ―0が あ る場 合 に あ らわ れ る(以 下、#2、#3に 類

例あ り)。pr6iB=pr五io―ng全 体 で 「あ る国 」 の 意 味 を あ ら わす 。

 =1aﾟは 「い く」 を あ らわ す 動 詞 に 由来 す る。 しか し現 在 で は 文 法 化 して 、

過 去 を あ らわ す 助 動 詞 と して つ か われ る こ と もお お い(以 下 、#2、#3、#4、#5、

#32、#33に 類例 あ り)。 助 動 詞 は 拘 束形 態 素 と解 釈 され る か ら`='で は な く て

`―'をも ち い る の が 適 当 か も しれ な い。`='を も ち い て い る の は 、laoを 単 独

で もち いれ ば 「い く」 の 意 味 を あ らわ す こ と か ら もわ か る よ うに 、 語 と して

の自立性がたかいからである。

 ,he?は 動作をあらわすもつとも代表的な述部標識である。-he?の 基本的

な用法については藤原(2004b)を 参照。

 -1疂?は伝聞をあらわす文小辞である。HEが 直前に先行する場合のみ、 HE

の声調がたかければひくく、ひくければたか くあらわれる傾向がある。

2.場 所格をあらわす後置詞 一XAが 実際にあるのか どうかは、一見わか りに く

 い。 この文では、語末の母音aが 弱化してgで あらわれることが予想される

一139一



チャック語の資料 と文法解釈 ― 「虎の夢」―

環境であるにもかかわらず、弱化 していない。だから、aで あらわれる語が

後続 していて、そのaと 語末のaが 融合 している可能性がある。チャック語

においてa単 独であらわれる語は、場所格後置詞の ―XAの みである。場所

格後置詞 ―XAは 先行する母音aと 融合 して、形式的には 一ので実現 している

と解釈 している似 下、#3、#5に 類例あり)。

 hrao(CL)は 森 や 川 とい つ た 「自然 」 を か ぞ え る の に つ か わ れ る類 別 詞 で

あ る。

3.-g盃aph勾(-GA木)の よ う に 、 語 末 のaと 語 頭 のaが 連 続 す る 環 境 に お い て

 は 、 語 末 のaが 弱 化 し てaと な る こ と は な い(附 録 の 「チ ャ ッ ク 語 の連 声 」 で も

 の べ る よ うに 、#4、#5、#s、#14、#16、#24、#26、#32、#38、#39、#41、#44に 類

 例 あ り)。

ph60(CL)は 「木1を か ぞ え る類 別 詞 で あ る。

ta(CL)は 「動 物 」をか ぞ え る類 別 詞 で あ る。-raは 意 味 的 に は 「一 」を あ ら

 わ し、 直 前 に 母 音 一aが あ る場 合 に あ らわ れ る(以 下、#4、#5に 類例 あ り)。

4.=aph彅(=上)は 場 所 的 な 関 係 を あ ら わ す 名 詞 で あ る 。 さ ら に 場 所 格 後 置 詞

一fiaをとつ て 、 全 体 で 後 置 詞 の よ うに ふ るま つ て い る。

 ma(CL)は 「鳥 、魚 、 虫 」 な ど をか ぞ え る類 別 詞 で あ る。

 ―k6?(GO)は 動 作 の継 起 を あ らわす 従 属節 標 識 で あ る。 直 前 の 音 節 の声 調 が

た か けれ ば ひ く く、ひ くけれ ば た か く あ らわ れ る(以 下、#6、#7、#8、ﾘ、#10、

#15、#17、#18、#22、#23、#24、#25、#26、#27、#29、#31、#35、#37、#38に 類

例 あ り)。

5.―yUI?がkasa「 虎 」 と=ta-ra「 一 匹 」 の あ い だ に は い っ て い る とこ ろか らわ

 か る よ うに 、kasaと=ta―raの む す び つ き は そ れ ほ どつ よ く は な い 。

6.-gal冾ﾍ 後 置 冠 詞 の よ うな 役 割 を は た し、既 知 の 要 素 で 文 の 主 語 とな る も の

 を表 示 す る機 能 を はた す 傾 向 が つ よ い。 この 語 形 は 、 も と も とは 属 格 を あ ら

 わ すGAと 、 「人 間 」 を あ らわ す1冾ｪ 融 合 した も の とお も わ れ る 似 下 、#7、

 #9、#12、#is、#17、#22、#23、#34、#36、#40に 類例 あ り)。 た だ し、属 格 のGA

 に 由 来 す る な らば 声 調 は た か く あ ら わ れ る こ と が 予 想 され る に も か か わ ら

 ず 、 声 調 が ひ くい 音節 に後 続 す る 場 合 には 、 ひ く くあ ら われ る。 声 調 が た か

 い音 節 に後 続 す る場合 に は 、#36に あ る よ うに 、 た か く あ らわ れ る。

㎞ 画 ㎞y血 は とて も食 べ た くな る様 子 を あ らわ す 擬 態 語 で あ る 。

60-ga-h�?の よ うに 「動 詞 ―GA-HE」 とな る述 部 の 意 味 に つ い て は 、 よ くわ

か つ て い な い 。 本 稿 で はGAの 部 分 を 「の 」 と訳 し 、全 体 と して は 「動 詞 ―

の だ1の で す1の で あ る」 な ど と訳 す こ と に して い る(以 下、#8、#9、#12、#15、
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#16、#17、#19、#22、#24、#26、 槻7、#31、#34、#36、#37、#40、#42、#45に お

い て も同様iに訳 して いる)。 「GA-HE」 の形 式 は 、 「の だ 」 と訳 す と 日本 語 と よ く

対 応 して い る よ うに み え る とい うだ け で な く、rの だ 」 と同 様 に 、 従 属 節 で

は原 則 と して は あ らわ れ な い とい う特 徴 を も つ 。 こ こ の60「 み る」 は 「～

して み た くな る」 と い う意 味 を も って い る。 ま た 、述 部 標 識HEは 、 直前 に

GAが く る場 合 に か ぎ り、 た か い 声調 で あ らわ れ る。 た だ し、 た か い とい っ

て も、GAと 比 較 して 相 対 的 に た か い とい う程 度 で あ る 。 自 由 変 異 で あ るの

か も しれ な い。 本 稿 で は 、 音 声 的 にや や た か くあ らわれ る こ とが おお い とい

う事 実 を重 視 して 、 音 韻 論 的 に も高 声調 で表 記 して い る。

7.疽am墲ﾍ 、 分 析 的 に は疽a「 な に」 とmf「 よい 」 か らな る。疽am岺S 体 で は

 「どの よ うに」 とい う意 味 に な つ てい る。

 nは バ ン グ ラ 語 で き く とlora「 す る」 と訳 さ れ 、 目本 語 で も 「す る 」 と

訳 す こ とが で き る動 詞 で あ る。 しか し、 統語 的 に は 繋 辞 の機 能 を は た して い

る(以 下、#31に 類例 あ り)。

 一n�?は 条 件 を あ ら わ す 従 属節 標識 で あ る 。 直 前 の 音 節 の 声 調 が た か けれ

ば ひ く く、ひ くけ れ ば た か くあ らわ れ る傾 向 に あ る(以 下 、#18,#30、#35に 類

例 あ り)。

=lu(可 能)は 、能 力 的 な 可 能 を あ らわ す(以 下、#13、#18、#35、#43に 類 例 あ

り)。#24で し めす=60(蓋 然)が あ らわ す 状 況 の 可 能 とは こ と な る。luは 動 詞

と して は 「獲 得 す る1得 る」 とい う意 味 を あ ら わす 。

一頭 は 補 足 疑 問 文 を あ らわす 文 小 辞 で あ る。

 c訓加a-go?に あ ら われ るよ うに、継 起 を あ らわ すGOの 直 前 で は 、母 音 ―a

が弱 化 して 一aと な る こ とは な い(以 下、#8、#10、#15、#18、#22、#25、#29に

類例 あ り)。

 チ ャ ック 語 の 否 定 文 は 一 般 に 「否 定辞(A-)動 詞 一否 定 述 部 標 識 」 の 形 式 を

と る(以 下 、#13、#25、#as、#41、ﾘ3、#44に 類例 あ り)。―n五均 は 肯 定 文 で も否

定 文 で も あ らわれ る 動 詞 述 部 標 識 で 、動 作 の 完 了 を あ ら わす(以 下、#44、#46

に類例 あ り)。否 定 辞A一 は 後 続 す る音節 の 声 調 が た か け れ ば ひ く く 、 ひ く け

れ ば た か くあ らわ れ る傾 向 に あ る。

8.ya?(CL)は 「日」 を か ぞ え る類 別 詞 で あ る。 類 別 詞 は通 常 は か ぞ え る対 象 の

 名 詞 を と も な つ て あ ら われ る。 しか しya?-ta「 あ る 日」 の よ うに 、 名 詞 を

と も な わ ず に あ らわ れ て 、 副詞 的 に は た ら く も の も あ る。-taは 意 味 的 に は

「二 」 を あ らわ し、 直 前 に?が あ る場 合 に あ らわ れ る(以 下、#13に 類例 あ り)。

-k61aη は動 作 の 完 了 を あ らわす 助 動詞 で あ る。 分 析 的 に は 、 完 了 を あ らわ
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す と推 定 され る接 頭 辞k瘉� に 、 「い く」 を意 味 す る 動 詞Iagが 後 続 した 形 式 で

あ る(以 下、ﾘSに 類例 あ り)。

 ―k�(-CONJ)はHEの あ と に しか あ らわ れ な い 。 こ の 形 態 素 に つ い て は 母 音

aが 弱 化 す る こ とが な い と ころ か ら、#2と 同 様 に 、分 析 的 に はGA一 の(-Loc)と

か ん が え た ほ うが よ い か も しれ な い(以 下 、#31、#34に 類例 あ り)。

60は 単 独 で は 「見 る」 とい う意 味 で あ る。 しか し こ こで は 「(～して)み る 」

と い う意 味 で あ る(#6と は ことなる ことに注意)。

9.―th疣e?は 先 行 す る 音節 の 声 調 が た か け れ ば 一thane?で 、 ひ くけ れ ば 一th疣e?

 で あ ら わ れ る。

10.na?takr疂?「 昨 日」 はna?tai?「 夜 」-GA「 の 」-rai?「 時 」 と分 析 で き る か も

  しれ な い 。 そ の よ うに分 析 す るな らば 、-tai?の 部 分 が ―taと弱 化 し 、声 門 閉

 鎖 音 が あ つ た 残 津 と してGAはkで あ らわ れ 、 母 音 は脱 落 し て い る と解 釈

 す る こ とに な る。 しか し、 この よ うな変 化 をお こす 例 は 、 ほ か に 確 認 され て

  い な い 。 だ か ら 、#1で の べ たya?-ta-k瘉靡ai?「 あ る 日」 の よ うに 、 分 析 的 に

 解 釈 す る こ とは む ず か しい。 な お ―kr疂?の 部 分 はs�?kr疂?「 暦 」(<Marina

 ea?㎞i?)と い う場 合 の 一kr疂?と お な じ よ うに 発 音 され る。 本 来 は 一kar疂?と

 発 音 され る べ き な の か も しれ な い けれ ど も、aが 無 声 化 した 結 果 、 音 声 的 に

  は 脱 落 して い る よ うに き こ え て い る可 能 性 が あ る 。 本 稿 で は 一kar疂?の よ う

  に 解 釈 す る こ とは せ ず 、 音 声 を重 視 して一kr疂?と 表 記 して お く。

 ―wg(-XA)は 動 作 の 方 向性 を あ らわ す 助 動 詞 の ひ とつ で あ る。 形 式 的 に は場

所 格 を あ らわ す 一XA(-LOC)と お な じで あ り、意 味 と して も場 所 の 移 動 に か か

わ る動 作 の 方 向 性 を あ らわ してい る と筆 者 は解 釈 して い る。 この 文 に お い て

も直 前 に ―og(-LOC)が あ らわれ て い る こ とが 、 この 助 動 詞 の 生 起 と関 係 し て

い る と筆 者 は か ん が え て い る(以 下、#14、#15、#38に 類例 あ り〉。 動 作 の 方 向

性 を あ らわ す 助 動 詞 と格 標 示 の 関係 に つ い て は藤 原(2004a)を 参 照 。

11.n刕疣瘉鸞は 全体で 「それゆえに!だか ら」という意味である。 ここで問題 とな

  るのは、場所格後置詞と解釈 している 一aである。 この形態素は、母音aが

 直前に先行する場合、その母音 と融合 して、形式的には ―のであらわれ ると

 解釈 される。-aで あらわれるのは、直前に声門閉鎖音?が ある場合である。

  しかし、ここでは声門閉鎖音はない。これは、現在の ところ、n刕疣瘉鸞の 場

 合にしか観察 されていない例外的なふるまいである(以下、#39に 類例あり)。

 ―疂?は マ ル マ 語 一ai?(WrB ap)か らの 借 用 語 で 「～ す べ き で あ る」 とい う意

味 をあ らわ す 助 動 詞 で あ る(以 下、#39に 類例 あ り)。 これ を借 用 語 とす る根 拠

は 、WrBの 一apは 、た とえ ば 「扇 」:Cak ya?;Marma yai?;WrB yapの よ う
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 に 、 チ ャ ッ ク語 で は 一a?で 対応 す るの が通 則 で あ る か ら で あ る。

13。ha?(CL)は 動 作 の 回 数 を か ぞ え る類 別 詞 で あ る 。 「hat-ta-y田?否 定 辞 一動

詞(V)」 で 、 「一 度 もVし な いノ決 し てVし な い 」 を 意 味 す る き ま り文 句

とな る。

14.ぬra=五taioは 分 析 的 に は 「裁 き=批 判 す る」 とな る。 しか し、全 体 で 「裁 判 す

  る!う つ た え る」 とい う意 味 の き ま 珍文 句 で あ る。

一ya(-XA)は#10で あげた場所の移動にかんする方向性 をあらわす助動詞で

ある。

 一g痰ﾍ意味的には未来をあらわす述部標識 である。 しか し形式的には、先

行す る動詞句 を名詞化 していると解釈できる。

15.疸ai?「 今 」 は 、 名 詞 節 化 小辞 で も あ り属格 後 置 詞 で も あ るGAを 介 して 、 小

 辞 一deに つ な が っ て い る とこ ろ か ら、語 類 と して は 動 詞 とお な じふ る ま い を

  して い る と解 釈 で き る(以 下、#22、#31に 類例 あ り)。

 ―a(-XA)は#io、#14で あ げた 場 所 の 移 動 に か ん す る方 向性 を あ らわす 助 動

詞 で あ る。

20.-P勾m6勾 は 一p疵Jm瘁u 一か ら」 と 一fo「-COM(奪 格 の機能 もは たす)」 か らな る。

  全 体 で 「～ か ら」 とい う意 味 で あ る。

 khan疂?「 七」-ya?(CL)に み られ るように、二以上の数詞 が類別詞 と共起

する場合の語順は 「数字一類別詞」の順番である。ただし、マルマ語からの借

用形式の数詞をつか う場合には、すべての数詞に対 して 「数字類 別詞」の語

順である。

 ,badeは 、「～のあとで」 という意味をあらわす後置詞である(以下、#a4に

類例あり)。この語は単独ではつかわれないとい う意味では小辞的である。 し

か し、声門閉鎖音のあ とで有声閉鎖音がでているので、先行する語 とは単

一音韻語を形成 しない。そ うい う意味では接語的である。本稿では、単独

ではつかわれない とい う事実を重視 して、小辞 とみなす。 なお、。badeはバ

ングラ語では 「～以外に1～をのぞいて」 とい う意味をあ らわす副詞である。

チャック語の形式は、このバングラ語を借用 している。そのために、声門閉

鎖音のあとでも有声音のままあらわれていると解釈できる。

21.ukilは バ ン グ ラ 語 か らの 借 用 語 で あ る。

   -laは 動 詞 と して は 「とる 」 とい う意 味 を あ らわ す 。 しか し、 こ こで は 意 味

的 に 「と る 」 とは か ん が え に く い。-laに は 助 動 詞 と して も ち い られ て 場 所

の 移 動 を あ らわ す 用 法 も あ る の で 、助 動 詞 と解 釈 す る。 助 動 詞 と して の 一la

は 、語 源 的 に はPTB*la`come'に 対 応す る。
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一k6aioは 動 作 の 完 了 を あ ら わ す と推 定 さ れ る接 頭 辞ka― と 、 は な して に

む か っ て く る方 向性 を あ らわ す 助 動 詞 一XAINの 融 合 した 形 式 で あ る。 先 行

す る音 節 の 声 調 が た か けれ ば 一kaam、 ひ くけ れ ば 一k6a均 で あ らわ れ る(以 下 、

#36、#46に 類例 あ り)。

22.-na?(NA)は 動 作 の完 遂 を あ らわ す 助 動 詞 で あ る。 na?単 独 で 動 詞 と して つ か

  わ れ る と、 「殴 る 」 とい う意 味 で あ る とい う。 しか し、 そ の よ うな 実例 は確

  認 され て い な い 。 本 稿 で は 、実 例 をみ る か ぎ りで は 単 独 で使 用 され る こ とが

  な い とい う事 実 を重 視 して 、na?は 小 辞 で あ る とか ん が え る(以 下 、#26、 ・II

  に類 例 あ り)。

 ―aio(-XAIN)は 、 基 本 的 に は 、 は な して に む か つ て くる 方 向 を あ らわす 助 動

詞 で あ る。 しか し、 対象 に とっ て の利 害 も含 意 す る。 こ こ で は 「放 す 」 とい

う動 作 の 対 象 で あ る 「彼 ら σ豚」 と 「虎 」)」に とつ て の利 害 を あ ら わす 似 下 、

#30に 類例 あ り)。

23.-9UI?(-TOP)は 「と りた て 」 を あ らわす(以 下、#25に 類 例あ り)。 『虎 の夢 』 で は

  主語 名 詞 句 に つ い た例 しか あ が つ て い な い け れ ど も、 ほか の 資 料 で は 目的 格

  後 置詞 や 場 所 格 後 置 詞 な どにつ い た例 もみ られ る。

 pyo-g6?-he?の よ うに 「動 詞 一GO-HE」 とな る 形 式 は 例 外 的 で あ る。 な ぜ

な ら ば 、GOは 従 属 節 標 識 で あ つ て 、 直 接 に述 部 標 識 に つ な が る こ とは 原 則

と して は な い か らで あ る。 ―しか し、感 情 を あ らわ す 動 詞 の よ うに 、 動 詞 の あ

らわ す 動 作 の 主 体 の意 志 性 が か ん じ られ な い 場 合 に は 、 「動 詞 一GO-HE」 とい

う形 式 が ほ か の 資 料 で も散 見 され る。

24.=60(蓋 然)は 、 こ こ で は 、 状 況 の 可 能 を あ らわ す 助 動 詞 で あ る。 しか し文 脈

  に よ っ て は 、義 務 を あ らわ す 助 動 詞 に も な り うる。60は 動 詞 と して は 「見

  る 」 とい う意 味 で あ る。

 「動 詞 一GA-HE」 は過 去 の 出来 事 を あ らわす こ とがお お い 。 しか し、一 人 称

が 主語 で あ る場 合 に は、 未 来 の こ と を あ らわ す こ とも で き る。

 0盃一go?は 引用をあらわすのにもちい られるもつとも典型的な形式である。

場合 によっては 「言 う」をあ らわす 垣 だけで引用 をあ らわす こともでき

る(以下、#35に 類例あり)。

25.nfyg「 一 方 」 は 、 分析 的 に はn妤點g(-Loc)と 解 釈 で き る。 しか しチ ャ ッ ク語 に

  お い てnfは 、単 独 では 「い ま だ に」 とい う意 味 を あ らわす 助 動 詞 で あ る。 た

  だ し、 こ こ で あ らわれ てい るn墲ﾍ 、 も しか す る とジ ン ポ ー 語 のni31「 近 い 」

  に つ う じる形 式 な のか も しれ な い 。

26.akr60は 文 字 どお りに は 「理 由」 とい う意 味 で あ る。 しか し、 しば しば 「～

 ,.
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に か ん して」 とい う意 味 を あ らわ す。

-Cﾍ?「 ～ た め に」 は 与格 の機 能 をは た す 後 置 詞 で あ る。

28.否 定辞A一 に後続す る音節がaを ふくむ弱化音節であって、それに後続す る

  音節の声調がたかいので、否定辞はa一のよ うにひ くくあらわれている。

 pgd殉 「心 配 す る」 は 、 t勾 「様 態 が わ る く な る」 に他 動 詞 化 接 頭 辞pa一 が

つ い た形 式 で あ る と推 定 され る。

 -g6?(NIMP)は 否 定 命 令 文 で あ る こ とを しめ す 述 部 標 識 で あ る 。

29.1�?(CL)は 、 Maana ala?「 腕jと 関係 の あ る 形 式 で あ る。 本 来 は 、手 で に ぎ れ

  る もの を か ぞ え る の に つ か わ れ る類 別 詞 で あ る。 しか し こ こ で は 食 事 を た べ

  る 回 数 をか ぞ え るた めに つ か われ て い る。

 =t朎(継 続)は 、 動 詞 と して は 「住 む1居 るJを あ らわす 。 しか し助 動 詞 と し

て は 動 作 の継 続 を あ らわ す 。

 一g勾(-XAN)は 命 令 を あ ら わ す 述 部 標 識 と して も っ と も ― 般 的 な も の で

あ る。

30.η 直io(言.XAIN)はg瘁u 言 う」 と助 動詞 一XAINが 融 合 した 形 式 で あ る。 しか し、

  ど こで 分 節 した ら よい の か き め られ な い の で 、融 合 した ま ま の 形 式 で 表 記

  して い る。 も し も分 節 して 表 記 す る と した ら 、o一鋤 、 ηa―iη、 ηai一ηの 可 能 性

  が か ん が え られ る 。 しか し、η一益ioと 分 節 す る な ら ば 、 類 例 に つ い てす べ て

  C-aiη と分 節 しな けれ ば な ら な くな る。 こ れ は ― 見 して わ か りに くい 。 Cの

  位 置 に は 、?を の ぞ くす べ て の 音 素 が た ち うる か らで あ る。 弓益一iηと分 節 す

  るの は 、助 動 詞 が 一XAINで あ る とい うこ と をわ か りに く くす る 。 g盃i-0と 分

  節 す る の は 、語 末 の 一ηが 目的 格 後 置 詞 の 一XANと ま ぎ ら わ しい だ け で な く、

  チ ャ ッ ク語 の 音 節 構 造 と し て あ りえ な いCai.0を み と め る こ と に な るの で 、

  適 当 で は な い 。 以上 の理 由 に よ り、 一般 にCaと 一XAINが 融 合 して い る場 合

  に は 、 あ え て形 態素 境 界 を しめ して い な い 。

 一 方 、oa-g「 わ た し一〇BJ」 も本 来 は ηa「わ た し」 と 目的 格 後 置 詞 の 一XAN

が 融合 した 形 式 で あ る。 だ か ら、 ど こで 分 節 した ら よい の か き め られ な い と

い う点 で は お な じで あ る。 しか し、-0と 分 節 し うる形 式 は 一XAN以 外 に は 存

在 しな い の で 、 便 宜 的 にga一 η と表 記 して も わ か りに く さ は 生 じ な い と判 断

してい る。

31.rlは 繋 辞 で あ る か ら、 直 訳 す れ ば 「この よ うに あ っ て か ら」 とな る。 しか し

  日本 語 と して は 「す る 」 と訳 した ほ うが わ か りや す い の は#7と 同様 で あ る 。

r�?(CL)は マ ル マ 語 か らの借 用 形式 で 、 「則 を か ぞ え る類 別 詞 で あ る。

tara=cai?はMarma tar�=cai?「 裁 判す る」 か ら借 用 した形 式 で あ る 。 マ ル
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マ 語 に お い て はcoi?単 独 で も 「審判 す る1分 析 す る」 とい う意 味 が あ る。 し

か しチ ャ ッ ク語 に お い て は 、cai?単 独 で は 「お しつ け る」 と い う意 味 しか

確 認 され て い な い 。 それ に もか か わ らず ニcai?と して 語 境 界 を しめ す の は 、

否 定 した 場 合 にtara瘉鹹ai?-6ul?「 裁判 一NEG-cai?-Bu」 とい う よ うに 、 taraと

cai?の 間 に 否 定 辞 が は い るか らで あ る。

32.こ の文は 「王には娘が一人いたそ うです」というように、属格 後置詞 一g痰�

  所有表現の標識 として訳すこともできる。

 h�(CL)は 「人 間 」 を かぞ え る類 別 詞 で あ る 。-wgは 意 味 的 に は 「一 」 を あ

らわ し、 直 前 に一uが あ る場 合 に あ らわ れ る。

33.kgn勾hghvd「 美 し い」 は 問 題 の あ る語 形 で あ る 。 まず 「美 し い 」 とい う意

  味 を あ らわ す 動 詞 にkon勾 とい う形 式 が あ る。 そ こ か ら派 生 した 名 詞 形 式

  にkgn勾hvdと い う形 式 が あ る。 さ ら に そ の 名 詞 形 式 に お け る ―hv�ﾌ 部 分

  が 重 複 して 、主 と して 名 詞 を 修 飾 す る形 容 詞 的 な も の と して 使 用 され る の

  がkgn的hghv丘 とい う形 式 で あ る。 こ こ で 一hv冾ﾆ 表 記 して い る 部 分 に 間 題

  が あ る 。 藤 原(2002:229)で はfvuとhvuの ふ た つ の 音 素 列 を み とめ て い た 。

  しか し、 の ち の 観 察 か ら、hvuの み を み と め る べ き で あ る と か ん が え る に

  い た つ た 。 こ の 音 素 列 に対 して は[hvu]と い う音 声 表 記 を あ た え て い た。 そ

  の よ うに 表 記 す る根 拠 は 、hVUの 連続 に 目的 格 後 置 詞 一XANな どが 後 続 す る

  場 合 、 わ た り音 と してwが あ らわ れ る こ とに よ る。 しか し音 声 的 に は む し

  ろ[hY]と した ほ うが よ く、音 素 と して も ノY!を み と め る べ き か も しれ な い 。

  なぜ な らば 、 こ こ で 問題 と して い るkgn勾hghv丘 と い う語 形 に お い て 、後 半

  部 分 の 一hahv冾ﾆ い う形 式 は 一hv冾ﾌ 初 頭 子 音 が 重 複 して 一hahv冾ﾆ な つ て い

  る と推 定 され る 形 式 で あ る か らで あ る。 も し もhv一 が 初 頭 子 音 で あ る な ら

  ば 、*-hvahv冾ﾆ い う重 複 形 式 が で な け れ ば な らな い 。 しか し 一hahv冾ﾆ い う

  形 式 が あ らわれ て い る とい うこ と は、-hv冾ﾆ い う形 式 に お い て 、初 頭 子 音 と

  な るの はh一 の部 分 だ け で あ っ て 、-Vﾚの 部 分 は 母 音 とあ っ か わ な けれ ば な ら

  な い とい うこ とで あ る 。Cv一 とい う音 素 列 に 後 続 し う る母 音 は 一uだ け な の

  で 、Cvuと い う音 素 列 をか ん が え る よ りは 、 CYと い う音 素 列 を か ん が え た

  ほ うが 、簡 潔 で あ る。 この こ と は藤 原(2002:229)に お い てkrv一 の三 子 音 連 続

  を もっ 語 と解 釈 され て い たkrv冝u 水 浴 び す る」 がkr― の 子 音 連 続 を もつkrv                                 1

と再 解 釈 され る とい う利 点 を もつ 。 しか し― 方 で 、 音 素 と して あ らた に1v1

を み と め な くて も、 音 素1v1に 相 当す る もの と して1vu1を み と め て お け ば 、

そ れ で 処理 す る こ とが で き る の も事 実 で あ る 。 そ こ で 本 稿 で は 、 さ しあ た り

1vu1の 表 記 をひ きつ づ き使 用 す る。 しか し1vu!は 将 来 的 に1Y1と 再 解 釈 され
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  る可 能 性 が あ る こ とは 、 指 摘 して お く。

34.ne?「 さて 」 は 条 件 を あ らわ す 従 属 節 標 識 一ne?と お な じ語 形 で あ る。 場 面 の

  転換をしめす場合につかわれることがおおい。

36.#6で のべたように、たかい声調の音節に後続するところでは 一k�1冾ﾌよ うに

た か い声 調 の 形 式 が あ ら われ る。

―ga-bgfo(-Loc一 か ら)の よ うに 、場 所 格 後 置 詞 の あ とに 後 続 す る後 置 詞 も存

  在 す る。

38.-fia(-XA)は 動 作 の 方 向 性 を あ らわ して い る とい う よ りは 、動 作 の 完 了 を あ ら

わ して い る。 こ の よ うに 、動 作 の 方 向性 を あ らわ す 助 動 詞 は 、 さ ら に意 味 が

変 化 して 、 動 作 の 方 向性 とは か か わ りな く 、動 作 の完 了性 を あ らわ す こ とが

あ る。 た だ し この 文 に お い て は 、 最 初 にi?maη 一ga(Loc)と い う よ うに場 所 格

後 置 詞 が で て い るの で 、 そ れ に 呼 応 して 一XAが で て い る可 能 性 も あ る。

41.羽 五一g瘁¥yUI?で 「～ とい え ども」 とい う譲 歩 を あ らわ す き ま り文 句 で あ る。

45.-k61ao(-KALAN)は 、 動 作 の 完 了 性 を あ らわ す と推 定 され る接 頭 辞ka― と過 去

をあらわす助動詞 二laoの融合した形式であると分析できる。

附録 ・チャ ック語 の連声

有声音と無声音(有声交替)

 チャック語では、閉鎖音 と破擦音においては絶対語頭以外の位置において有声音

と無声音の対立がなくなる傾 向にある。すなわちCVお よびCVη に後続する場合

は有声音が、CV?に 後続する場合は無声音があらわれる傾向にある。

(1)a.C[十voiced]1(C)V(讐)

  b.C[‐voiced]/(C)V?

例は本文中に多数あがっているので省略する。

母音の弱化

 母音1-a!回 でおわる語が文中にあ らわれる場合、その母音が1―a/回 に変化する

傾向にある。

例は本文中に多数あがつているので省略する。

母音の弱化の例外

 母音 回 でおわる語が文中にあ らわれる場合、その母音が弱化 して[a]に なる

傾 向にあるとのべた。 しか し、後続す る語がA一 では じまる場合 には弱化 しな
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い 。 本 文 で は#3、#4、#5、#g、#14、#16、#24、#26、#32、#38、#39、#41、#44

に 該 当 例 が み ら れ る 。

 逆 に、本来なら弱化す ることが予想 される環境にもかかわらず弱化 していない揚

合には、拘束形態素A一 がある証拠 ともなる。本文では#2、#3、#5に 該 当例がみ ら

れ る。

 母 音 の 弱 化 の 例 外 と して は 、拘 束 形 態 素 一GO?に 前 接 す る場 合 も あ げ られ る。 こ

の 環 境 に お い て も母 音 の 弱 化 が お こ る こ と は な い 。 本 文 で は#7、#8、#10、#15、

#18、#22、#25、#29に 該 当例 が み られ る。

形態音韻論的交替

藤 原(2002:249―250)で 「わ た り音 」 と して記 述 して い た も の は 、 以 下 に あ げ る よ

うな 形 態 音 韻 論 的 変 化 を して い る も の の一 部 で あ る こ とが の ち に わ か つ た。

 たとえば 目的格後置詞をあらわす形態素は(2)に しめす ような形態音韻論的交替

をしめす。

(2)a.i, e, iη, a句 の あ と=-yak

b.u, oの あ と:-wao

c.0の あ と(た だ しi騒,aiη は の ぞ く):―ηaη

d.1,m,?の あ と:-aη

e.そ れ 以 外(す な わ ちaの あ と):-g注5

同様の交替をしめす形態素には(3)に しめす ような ものがある。

(3)a.場 所 格 の 一ya/-waノ ーfia/-a1一の:本 稿 で は 代 表 形 を ―Xaと 表 記 す る 。

b.複 数 形 の ―ya?ノーwa?1―瑠a?1-a?/-ra?:本 稿 で は 代 表 形 を 一Ra?と 表 記 す る。

c.命 令 を あ らわ す 述部 標 識 の 一y矚/-w勾1-g勾/一 勾/-g:本 稿 で は 代 表 形 を 一x矚

 と表 記 す る。

d.否 定 命 令 を あ らわ す 述 部 標 識 の 一y�?1-w�?/-fi�?/一�?:本 稿 で は 代 表 形 を

 一x�2と 表 記 す る。

e.場 所 格 後 置 詞 と形 態 を お な じ く し、動 作 の 方 向 性 を あ らわ す 助 動 詞 の

 ―ya1-wa1-Oa1-a1一の:本稿 で は 代 表 形 を 一xaと 表 記 す る。

注5た とえばama「 彼 」の 目的格 形は疥agと なる
。 これ は疥aと 一XANか らな る。 しか

 し実際 には連 続す るaが 単音 のaと して実現 して い る。疥a一ηと分 析す るべ きなの

か、まln一閃 と分析す るべきなのか は決 定で きない とい う問題 があ る。 本稿 で は便 宜的

に 一〇とす る解釈 を とる。そ の理 由につい ては、類例 をあつか った#30で す で にのべ

た。

 ,・



藤原敬介

f.目 的 格 後 置 詞 と 形 態 を お な じ く し 、動 作 の 方 向 性 を あ らわ す 動 詞 の

 一yag/-waO1一瑠aη1-a可/一η:本稿 で は代 表 形 を 一xa瑠 と表 記 す る 。

g.動 作 の方 向 性 や 利 害 関 係 を あ らわ す 助 動 詞 の 一yaiO1-waiη1―gaiO/-aiO=本 稿

 で は 代 表 形 を 一Xa勾 と表 記 す る。

h.「 もJを あ ら わ す 一yuz?/-wuz?1-9UI?1-uz?1-yuz?:本 稿 で は 代 表 形 を 一Y田?

 と 表 記 す る 。

  i.補 足疑問文の標識の 一y�/-w創一剥 一�:本稿では代表形を 一x痰ﾆ表記する。

上記以外の形態素で類似 した交替をするものは確認 されていない。

記号 ・略号 一覧

記号 名称 (チャ ック語 での)語 形

1

a

3

BU

C

CL

COM

COND

CONJ

coP

DEF

EMPH

FUT

GA

GEN

GO

HE

HS

IMP

KAAIN

小 辞 境 界

句 内 で の 自立 語 境 界

話 し手 の 人 称

聞 き 手 の 人 称

第 三 者 の 人 称

否 定 述 部 標 識

子 音(consonant)

類 別 詞(classifier)

共 同 格(comitative)

条 件(conditional)

接 続(C・njunct)

繋 辞(copula)

定 辞(definite marker)

強 調(emphatic)

未 来(future)

名 詞 節 化 標 識

属 格(genitive)

継 起 を あ らわす 従 属 節 小 辞

動 作 を あ らわす 述 部 標 識

伝 聞(hearsay)

命 令(imperative)

動 作 の 方 向 を あ らわ す助 動詞

ηa

nag

疥a

-6LU2

い ろ い ろ

一f葛

_n�?～-ne?

-k�

n

-gal�/-kal�/-g�1�/-k�1�

い ろ い ろ

一G�

一G�

一G�

一GO2

-h�2～-he?

-1疂?～-lai?

い ろ い ろ

―k6a勾 ～―kgaio
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KALAN

LA

LOC

NA

NAIN

NEG

NIMP

OBJ

ONOM

PL

. ;

Q

TOP

V

WrB

XA

XAIN

動 作 の 方 向 を あ らわ す 助 動 詞

移 動 を あ らわ す 助 動 詞 のひ とつ

場 所 格(locative)

助 動 詞 の ひ とつ

完 了 を含 意 す る述 部 標 識

否 定(negative)

否 定 命 令 標 識(negative imperative)

目的 格(objective)

擬 音 語 ・擬 態 語(onomatopoeia)

複 数(plural)

チ ベ ッ ト ・ビル マ 祖 語(Proto-Tibeto―Burman)

疑 問 文 標 識

主題 化 標 識(topicalization marker)

動 言司(verb)

ビル マ 文 語(Written Burmese)

動 作 の方 向 を あ らわ す 助 動 詞

動 作 の方 向 を あ らわ す 助 動 詞

一k疝ac〕 ～-kalaa

-la

-xa

-na?

-naif

A-

-x�?

-xara

い ろ い ろ

一Ra?

一x�

一Gui2

一xa

-xaig
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(Tyakku-go no  siryo to bunpo kaisyaku

‐`tora no gume'‐)

藤原 敬介

HUZIWARA Keisuke

要旨

チャック語はバ ングラデシュ人民共和国 ・チッタゴン丘陵でチャック人によつて

はなされている言語である。チャック語は系統的にはチベ ット・ビルマ語派の うち

ルイ語群に分類 される。1991年 の統計によると話者数は2000人 ほどである。

 本稿では筆者が収集 したチャック語資料のうち 「虎 の夢」と題する民話につい

て、本文 と文法解釈を提示 した。附録 としてチャック語の連声規則を記述 した。

46文 のみじかい資料のなかにも、チャック語 を記述する うえで必要 となる、以

下のような情報がふくまれている。

● 日本 語 の 「の だ 」 形 に 類 似 し たrGA-HE」 形(#6、#8、#9、#12、#15、#16、#17、

 #19,#22, #24, #26,#27, #31,#34,#36,#37, #40, #42,#45)0

● 場 所 格 お よ び 目 的 格 後 置 詞 と 形 態 を お な じ く す る 、 動 作 の 方 向 性 を あ ら わ す

 助 動 詞(#10、#14、#15、#22、#30、#38)。

● 動 作 の完 了 性 と動 作 の 方 向 性 にか か わ る助 動 詞(#8、#21、#36、#45、#46)。

● 感 情 を あ らわ す 述 部 の 特 殊 な形 式(#23)。

○ 類 別 詞 の 語 順 と 、特 に 「一 」 が っ く場 合 の 形 態 音 韻 論 的 交 替 形(#1、#2、#3、

 #4, #5, #8, #13, #32)0

● 子 音 連 続Cv一 の解 釈 に か か わ る語 頭 音 重 複 形(#33)。

(受理 目2005年7月1日)
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